
第２８回 高齢社会への対応を探る 
 

その時、どうする!! 

妻が 夫が 親が“要介護”に！ 
―｢自宅介護の時代｣へ備える―  

わがまち我孫子でも、急速な高齢化で、いつ配偶者や親が脳卒中で倒れたり、認知症が進んで、“要介護”に

なるか分からない世帯が増えています。そういう時にはどうしたらいいか。担ぎ込んだ病院から早々に退院を

迫られ、頼みの特別養護老人ホームや介護老人保健施設は満員続き。行き場を求めて“漂流”した挙句、自宅

で介護せざるを得ない老人、あるいは｢やはり最期は自宅で｣を希望する人が増える社会が近づいています。

我孫子では要介護高齢者のための受け入れ態勢はどうなっているか、自宅介護の時代を支える在宅医療の

行方は？－などについて学び、「自宅介護の時代」への備えをごいっしょに考えましょう。 
 

日時：２０１３年１０月５日(土)１３時～１６時 
                 （開場１２時３０分） 

会場：けやきプラザ(ＪＲ我孫子駅徒歩２分)２階ふれあいホール 
○入場無料 ○定員５５０名(当日先着順) ○手話通訳・要約筆記あり 

 

 日程   
第１部 我孫子の現状と市民のつぶやき 

①我孫子市の高齢化、医療・介護体制の現状と課題  我孫子市健康福祉部 

②市民のつぶやき 「やっぱり心配だなあ！」 

③高齢者の暮らしを助ける市民の活動 
 

第２部 自宅介護でも安心できるまちにするには 

①講演「時代が求める在宅医療」 
ＮＰＯ法人在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク会長 

松戸・いらはら診療所理事長   苛原 実氏 
 

②対談 「我孫子での在宅医療を推進するために」 

苛原講師と我孫子市医師会地域医療担当理事 星野 哲夫氏 による 
 
特別展示 我孫子の“要介護”支援  （１０月１日午後～６日午前）  ホール入口前の

ギャラリーで市内の医療・介護施設マップ、「高齢者なんでも相談室」の相談内容、暮らし応援市民活動など、

市や民間の関連サービスの説明資料などを掲示、展示します。 

 

[主催] 我孫子市  [企画・運営] 高齢社会への対応を探る会 

 お問い合わせ：電話・FAX ０４-７１０５-５２９２ 加藤 

 


